
第３学年 国語科の実践 

 

１ 単元名  

「物語を読んで、音読発表会をしよう。」  教材名『モチモチの木』  筆者 斎藤隆介 

２ 単元目標  

    ◎場面ごとの登場人物の行動や会話から、人物の気持ちや性格をとらえて読むことができる。 

    ◎登場人物の人柄について叙述をもとに考え、友達と考えを伝え合うことができる。 

 

３ ひびき合う子どもたちをめざすための指導の工夫 

 

 

 

 

 

 

【聴く・話す】の指導について 

  「聴く・話す」ことについては、意見を述べる際には「いいですか。」「聞いてください。」といった

前置きをして、周りの友達が、聴く準備が整っているかを確認してから話し始めるように指導してき

た。それらの前置きをすることはできるようになってきたが、周囲からの「いいです。」の反応が２～

３名の分しかなかったり、「まだです。」と言っているのに話し始めてしまったりする児童もまだ少な

からずいる。 

また、聴くときには話す人の方を向く、手は下ろすといった聴き方の基本的な姿勢に立ち返る指導

をしている。 

 

【関わり合い・ひびき合い】の指導について 

 様々な学習の場面で、ペアやグループになって、自分の意見を話し合う活動を取り入れてきた。そ

の中で、自分だけで考えたときには気付けなかった意見を聞いたときや、友達の考え方に納得できた

ときには、それをどんどん取り入れたり、自分の意見を変えたりしても良いことを伝えてきた。する

と友達の発言に対して、「あぁ～。」「たしかに」といった相槌を打つ児童や、学習感想において「～さ

んの意見がいいと思った。」「わたしも～さんの考えと同じだと思った。」「ぼくの考えていたのはちが

うと思った。」など、友達と自分の考えを比較してノートに書く児童が増えてきた。友達との関わり合

いにおいて、ひびき合いの素地となる、友達の考えに対して柔軟であろうとする姿が定着してきてい

る。 

 

４ 単元と指導について 

①単元について 

 三年生での音読学習は、本単元が三度目である。一度目は最初の物語「きつつきの商売」で、少人

数のグループに分かれて、クラス内で音読発表を行った。その学習では、声の大きさや句読点におけ

る間の空け方など、音読の基本的な事項に注意しながら互いに聴き合った。二度目の音読学習は、「三

年とうげ」で行った。「三年とうげ」の学習は、本単元「モチモチの木」で対外的に音読発表を行う為

の練習として位置づけた。ここでも前回同様、少人数のグループに分かれてクラス内で音読発表を行
った。この学習で特に重きを置いたのは、叙述をもとに登場人物の心情を想像し、登場人物になりき

って読む、ということである。そして三度目の音読学習が、本単元「モチモチの木」である。主観で

物を言ったり、ある場面では豆太になりきったりする語り手によって進行する本作品は、これまでと

は一線を画す、独特の雰囲気を持っている。登場人物のセリフはもとより、語り手による地の文から

も、感情を読み取れる表現が多く見つけられる。児童は叙述から心情を読み取る練習をしてきたが、

その読み取りの機会が豊富にあるのが本作品「モチモチの木」なのである。 

また、語り手は冒頭で「全く、豆太ほどおくびょうなやつはない」という主観を持って豆太を登場

させる。この印象は、夜中に一人で用を足しに行けないという、児童にとっても身近な体験と、小見

出しの「おくびょう豆太」と相まって、読み手に強烈に印象づけられる。物語中盤、そんな豆太が痛

さ、寒さ、怖さをはねのけて、一人でとうげ道を駆け下りる場面がある。ここで描かれるのは、大す

きなじさまを死なせまいと、豆太が夢中で、必死で見せた勇気とやさしさである。この姿こそが、物
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語の主題となる部分である。しかし、物語の結末は、またいつもどおりのおくびょうな豆太に戻って

しまった様子で締め括られる。 

 このように豆太は、その時々において多様な描き方をされている。これこそが本作品における重要な

ポイントである。叙述をもとに、部分部分の「心情」を読み取るだけでなく、それを総括して「人柄」

を想像するという本単元において、この特徴は価値あるものだととらえることができる。 

 

 ②指導について 

【切実な問題について】 

 音読発表会に招待するのは、まだ「モチモチの木」の物語を知らないであろう１、２年生である。

招待状には、日時や場所だけでなく、豆太とじさまの人物像を紹介する文を書く活動を取り入れる。

招待状には何を書こうかという話をする段階で、１，２年生にとってより分かりやすい発表にするに

は何を書けばよいか、ということを問いかける。紹介文を書くことを含め、招待状に書くべき項目が

一通り揃った時点で、教師が作った招待状のモデルを提示する。その招待状のモデルには絵本の挿絵

を大きく取り入れ、児童がそこに自分の言葉を書き込みたいと思えるような物にした。さらに、登場

人物を紹介することに切実な思いを持てるよう、音読発表会に向けて、何時間にもわたって音読の練

習をする時間を確保した。自分達の音読に自信を持たせるためである。その自慢の発表をより楽しん

でもらおう、物語をよりしっかり理解してもらおうと思えば、予め登場人物の人柄を紹介しておくこ

とにも必然性が生まれる。 

  本時に先んじて、児童一人ひとりが、豆太の人柄を考える活動を行う。その活動にはワークシート

を用意し、端的な言葉で豆太の人柄を表せるようにする。そうすることで、個々の考えたことの相違

点が見つけやすくなると考える。 

 

【ひびき合いについて】 

 ひびき合う子どもたちを目指すために、ひびき合える土壌づくりを行っている。一人ひとりが自分

自身の考えを持った上で、友達と関わり合い、話し合ったことで、それまで一人ではたどりつけなか

った考えにたどりつける。そんな学習経験を積み重ねてきている。 

本時においては、座席表を活用し、互いの考えを視覚的に確認しながら話し合えるようにする。ま

た、全体で行う意見の交換の流れを、これまでの読みを書き込んだ本文の拡大コピーと板書で整理す
ることで、考えの一助としたい。その後、ペアで話し合い、自分の思いを大切にしながら、友達の考

えも受け入れ、「○○さんの考えがいいと思ったから付け加えたい。」「○○さんの考えを聞いて、自分

のはちがうと思った。」「ぼくと○○さんが似ていると思った。」と心の変容が起きた時をひびき合いの

姿としたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６ 本時について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
７ 実践を終えて 
① 単元をどのように作ってきたか 
 学年最後の物語の学習は、他のクラスや保護者の人に音読を聞いてもらいたい、というところから始まった。この子
どもたちの思いは、４月からの音読の学習を通してそだってきたものである。学年初めの物語「きつつきの商売」では
グループに分かれて、クラス内だけでの音読発表会を行った。また直前の物語「三年とうげ」では、ただ音読するだけ
でなく、「登場人物の気持ちになりきって読む」ことに重きを置いた。本文の叙述から登場人物の気持ちを読み取り、
声量や話す速さ、声色を変えることで、それを表す練習をした。 

  モチモチの木の学習に入ってからは、最後の音読発表会を意識して子どもたちと学習の計画を立てた。「音読発表会を
するためには何が必要か。」と子どもたちに聞くと、次のような意見が出された。「練習、チーム分け、登場人物の心情
の読み取り、招待状作り」などである。それらを行う順番を話し合ったものが、単元の流れとなった。 

 
② 本時の課題が子どもの切実な課題となったか。 

  本時では、発問を「『勇気がある』は、豆太の紹介文に必要か。」としたことで、話し合いの争点がねらいとずれてし
まい、教師が考えさせたかったことを十分に考えさせることができなかった。しかし翌日、教師からではなく、子ども
の方から「昨日の、豆太がどんな子かって話の続きしたい！」と声が上がった。教師がどうしようか考えている間に、
子どもたちは「豆太はどんな子なのか」という課題に対する各々の意見を交換し始めた。こうして子どもが課題につい
ての話し合いを望んだことや自発的に意見を交換し始めたことから、本時の課題は子どもにとって切実なものになって
いたと考えられる。 

 
③ ひびき合いにより本時の子どもの変容はあったか。 

  本時以前は、豆太の人物像を「おくびょう」や「弱虫」と、豆太をある一面でしかとらえられなかった子が多くいた。
しかし本時の話し合いを経て、豆太の人柄が「おくびょうだけど、いざというときは勇気を出せる、優しい子。」という
言葉にまとまると、クラスの大多数の子が、「それをそのまま招待状に書きたい。」と考えるようになった。 
 友達の意見を取り入れ、今までの自分の考えよりも良いものにたどり着くことができた。この姿こそ、ひびき合いの
一つの姿であると考える。 

 
④ 成果と課題 
成果 子どもの見とり 
課題もしくは友達の考えに対し、子どもたちがどのように反応するか、その具体的な姿を想像しながら、単元の流

れや本時の流れを作った。その結果、課題は子どもにとって切実なものとなり、結果的にはひびき合う姿も見ること
ができた。普段の子どもたちの姿からの見とりがあったからこそのものである。 

 
課題 話し合いの中で焦点化するべきポイントの見極め 
 本時では「豆太がどんな子なのか」を考えさせたかったのに、実際には「豆太を紹介する文には何を書くか」を考
えさせてしまっていた。そのため、話し合う子どもたちの間に、食い違いが生じてしまっていた。 
 豆太は「勇気がある。」と、豆太は「勇気が出せる。」のちがいは、豆太の人柄を正確にとらえるきっかけとなる“ず
れ”である。次時ではその言葉のずれに気付くことで、話し合いを焦点化できた。焦点をどこにあててひびき合うの
かを見極めることが課題である。 
 

 


